















（ 1 ） ここで述べる「エデンの園の物語」は創世記 2章 4節から 3章 24節までを指す。
（ 2 ） 日本の旧約学においては、代表者として関根清三を上げることが出来る。
（ 3 ） ロラン・バルトは「テクストとは多次元の空間であって、そこでは様々なエクリチュールが結びつ
き、意義をとなえ合い、そのどれも起源となることはない。テクストとは、無限にある文化の中心か
らやってきた引用の織物である」（1979: 65）と述べる。







（ 5 ） 解釈をひとつの読みに指定するということを、「還元」という言葉でいいあらわした。




































（ 7 ） イザヤ書はその作者の時代性制限、宗教的指向の違いから 1983年の B・ドゥームの注解以来、イザ
ヤ書を 1章から 39章、40章から 55章、56章から 66章に分離し、それぞれを（第 1）イザヤ、第 2
イザヤ、第 3イザヤとすることが定説で受けいれられてきた。しかし、本論文においては、イザヤ書
を文学作品として読むことにする。それは、作者をあくまでも一つの概念として考えた結果である。
（ 8 ） 創世記 2：46～ 24を「エデンの国の物語」とよぶ。





















は死刑宣告の定型句であると見るべきだろう（創 20：7，サム上 12：39，王上 2：









































15，37：1，3，27， 38：21 ，箴 29：12，14：19，アモ 5：15）。第 2は幸と不幸を表
す（サム下 19：36， イザ 41：23， エレ 10：5，40：4，ゼファ 1：12）。第 3は善から
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